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【手続補正書】
【提出日】平成21年3月30日(2009.3.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　装置本体に対してハードディスクユニットを着脱可能に構成したハー
ドディスクユニット着脱装置であって、
　駆動源を有して、ハードディスクユニットを装置本体に装着した装着位置と装置本体に
対して取り外し可能な排出位置との間で所定方向に沿って移動させる駆動手段と、
　ハードディスクユニットの位置を検知する位置検知手段と、
　ハードディスクユニットが装着位置に移動された際にハードディスクユニットの接続端
子に接続される装置本体の接続端子と、
　ハードディスクユニットを脱着させる指示信号を与えるスイッチ手段と、
　前記スイッチ手段の信号に基づくハードディスクユニット排出動作の指示とハードディ
スクユニット装着動作の指示とがあった際に、ハードディスクユニットの着脱を前記駆動
手段により行わせ、ハードディスクユニットを装置本体から排出する時に、ハードディス
クユニットの動作停止命令を実行後、駆動源を起動させるように制御する制御手段とを備
えたこと、
を特徴とするハードディスクユニット着脱装置。
　　【請求項２】　制御手段は、ハードディスクユニットを装置本体から排出する時に、
ハードディスクユニットの動作停止命令を実行後、時間遅れを持ってから、ハードディス
クユニットを移動させる駆動源を起動することを特徴とする請求項１に記載のハードディ
スクユニット着脱装置。
　　【請求項３】　制御手段は、ハードディスクユニットを装置本体から排出する時に、
ハードディスクユニットの動作停止命令を実行後、時間遅れを持ってから、ハードディス
クユニットへの電源供給を停止した後、ハードディスクユニットを移動させる駆動源を起
動することを特徴とする請求項２に記載のハードディスクユニット着脱装置。
　　【請求項４】　装置本体に対してハードディスクユニットを着脱可能に構成したハー
ドディスクユニット着脱装置であって、
　駆動源を有して、ハードディスクユニットを装置本体に装着した装着位置と装置本体に
対して取り外し可能な排出位置との間で所定方向に沿って移動させる駆動手段と、
　ハードディスクユニットの位置を検知する位置検知手段と、
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　ハードディスクユニットが装着位置に移動された際にハードディスクユニットの接続端
子に接続される装置本体の接続端子と、
　ハードディスクユニットを駆動させる指示信号を与えるスイッチ手段と、
　スイッチ手段の信号に基づくハードディスクユニット排出動作の指示とハードディスク
ユニット装着動作の指示とがあった際に、ハードディスクユニットの着脱を前記駆動手段
により移動させて行わせ、ハードディスクユニットを装置本体に装着する時に、駆動源を
起動させてハードディスクユニットを移動させハードディスクユニットが装置本体に装着
された後、ハードディスクユニットの動作命令を実行させるように制御する制御手段とを
備えたこと、
を特徴とするハードディスクユニット着脱装置。
　　【請求項５】　制御手段は、ハードディスクユニットを装置本体に装着する時に、駆
動源を起動させてハードディスクユニットを移動させハードディスクユニットが装置本体
に装着された後、時間遅れを持ってから、ハードディスクユニットの動作命令を実行させ
ることを特徴とする請求項４に記載のハードディスクユニット着脱装置。
　　【請求項６】　制御手段は、ハードディスクユニットを装置本体へ装着する時に、駆
動源を起動させてハードディスクユニットを移動させ、
　ハードディスクユニットが装置本体に装着された後、時間遅れを持ってから、ハードデ
ィスクユニットへの電源供給を開始した後、ハードディスクユニットの動作命令を実行さ
せることを特徴とする請求項５に記載のハードディスクユニット着脱装置。
　　【請求項７】　装置本体に対してハードディスクユニットを着脱可能に構成したハー
ドディスクユニット着脱装置であって、
　駆動源を有して、ハードディスクユニットを装置本体に装着した装着位置と装置本体に
対して取り外し可能な排出位置との間で所定方向に沿って移動させる駆動手段と、
　ハードディスクユニットの位置を検知する位置検知手段と、
　ハードディスクユニットが装着位置に移動された際にハードディスクユニットの接続端
子に接続される装置本体の接続端子と、
　ハードディスクユニットを移動させる指示信号を与えるスイッチ手段と、
　前記スイッチ手段の信号に基づくハードディスクユニット排出動作の指示とハードディ
スクユニット装着動作の指示とがあった際に、ハードディスクユニットに搭載したハード
ディスクユニットの着脱を前記駆動手段によりハードディスクユニットを移動させて行わ
せるように制御する制御手段とを備え、
　駆動手段による駆動力の伝達経路を遮断可能に構成し、
　駆動力伝達経路を遮断した時に、手動でハードディスクユニットの移動動作を行えるよ
うに構成したこと、を特徴とするハードディスクユニット着脱装置。
　　【請求項８】　駆動手段による駆動力伝達経路を遮断する伝達経路遮断手段を設け、
伝達経路遮断手段を装置本体の外側から使用可能に構成したことを特徴とする請求項７に
記載のハードディスクユニット着脱装置。
　　【請求項９】　伝達経路遮断手段の操作部分を外部から隠す隠し扉と、隠し扉の開閉
を検出する扉状態検出スイッチとを備え、制御手段は、隠し扉が開いた時、ハードディス
クユニットの動作停止命令を実行することを特徴とする請求項７または８に記載のハード
ディスクユニット着脱装置。
　　【請求項１０】　駆動手段の一部に、所定値以上の力が駆動源側からハードディスク
ユニット側に伝達されることを防止するクラッチ機構を設けたことを特徴とする請求項１
～９の何れかに記載のハードディスクユニット着脱装置。
　　【請求項１１】　着脱可能なハードディスクユニットをカートリッジに収納可能とし
、ハードディスクユニットを収納したカートリッジを搭載可能に構成したことを特徴とす
る請求項１～１０の何れかに記載のハードディスクユニット着脱装置。
　　【請求項１２】　制御手段は、装置本体に通電されて、主電源がＯＦＦのスタンバイ
モードでスイッチ手段が入力された時に、自動的に主電源をＯＮとすることを特徴とする
請求項１～１１の何れかに記載のハードディスクユニット着脱装置。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　　【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するために本発明は、装置本体に対してハードディスクユニットを着脱
可能に構成したハードディスクユニット着脱装置であって、駆動源を有して、ハードディ
スクユニットを装置本体に装着した装着位置と装置本体に対して取り外し可能な排出位置
との間で所定方向に沿って移動させる駆動手段と、ハードディスクユニットの位置を検知
する位置検知手段と、ハードディスクユニットが装着位置に移動された際にハードディス
クユニットの接続端子に接続される装置本体の接続端子と、ハードディスクユニットを脱
着させる指示信号を与えるスイッチ手段と、前記スイッチ手段の信号に基づくハードディ
スクユニット排出動作の指示とハードディスクユニット装着動作の指示とがあった際に、
ハードディスクユニットの着脱を前記駆動手段により行わせ、ハードディスクユニットを
装置本体から排出する時に、ハードディスクユニットの動作停止命令を実行後、駆動源を
起動させるように制御する制御手段とを備えたこと、を特徴とするものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　　【発明の実施の形態】
　請求項１に記載の発明は、装置本体に対してハードディスクユニットを着脱可能に構成
したハードディスクユニット着脱装置であって、駆動源を有して、ハードディスクユニッ
トを装置本体に装着した装着位置と装置本体に対して取り外し可能な排出位置との間で所
定方向に沿って移動させる駆動手段と、ハードディスクユニットの位置を検知する位置検
知手段と、ハードディスクユニットが装着位置に移動された際にハードディスクユニット
の接続端子に接続される装置本体の接続端子と、ハードディスクユニットを脱着させる指
示信号を与えるスイッチ手段と、前記スイッチ手段の信号に基づくハードディスクユニッ
ト排出動作の指示とハードディスクユニット装着動作の指示とがあった際に、ハードディ
スクユニットの着脱を前記駆動手段により行わせ、ハードディスクユニットを装置本体か
ら排出する時に、ハードディスクユニットの動作停止命令を実行後、駆動源を起動させる
ように制御する制御手段とを備えたこと、を特徴としたものであり、ハードディスクユニ
ットの着脱を駆動手段により自動的に移動させて行わせるので、ハードディスクユニット
の着脱が自動で簡単に行えるとともに、手動によるハードディスクユニットの抜去動作自
体がないため、前記誤操作による無理な負荷がかからない。また、ハードディスクユニッ
トを装置本体から排出する時には、まずハードディスクユニットの動作停止命令が実行さ
れてハードディスクユニットのヘッドやディスクの停止動作が行われ、ハードディスクユ
ニットが安全な状態になった後に、ハードディスクユニットが移動されて排出動作が行わ
れるため、ハードディスクユニットが駆動されている途中でハードディスクユニットが移
動されることによるハードディスクユニットの破損などの不具合を生じることがなくなる
。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１２】
　また、請求項２に記載の発明は、請求項１に記載のハードディスクユニット着脱装置に
おいて、制御手段は、ハードディスクユニットを装置本体から排出する時に、ハードディ
スクユニットの動作停止命令を実行後、時間遅れを持ってから、ハードディスクユニット
を移動させる駆動源を起動することを特徴としたものであり、ハードディスクユニットの
動作停止命令を実行後に、時間遅れを持つことで、ハードディスクユニットを移動する前
にハードディスクユニットのヘッドやディスクが完全に停止するので、この際のハードデ
ィスクユニットの破損を確実に防止でき、信頼性が向上する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　また、請求項３に記載の発明は、請求項２に記載のハードディスクユニット着脱装置に
おいて、制御手段は、ハードディスクユニットを装置本体から排出する時に、ハードディ
スクユニットの動作停止命令を実行後、時間遅れを持ってから、ハードディスクユニット
への電源供給を停止した後、ハードディスクユニットを移動させる駆動源を起動すること
を特徴としたものであり、ハードディスクユニットへの電源供給を停止した後に、ハード
ディスクユニットを移動させる駆動源を起動するので、装置本体側からハードディスクユ
ニットへ電源供給がされていない安全な状態で、装置本体側からハードディスクユニット
を分離することができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　また、請求項４に記載の発明は、装置本体に対してハードディスクユニットを着脱可能
に構成したハードディスクユニット着脱装置であって、駆動源を有して、ハードディスク
ユニットを装置本体に装着した装着位置と装置本体に対して取り外し可能な排出位置との
間で所定方向に沿って移動させる駆動手段と、ハードディスクユニットの位置を検知する
位置検知手段と、ハードディスクユニットが装着位置に移動された際にハードディスクユ
ニットの接続端子に接続される装置本体の接続端子と、ハードディスクユニットを駆動さ
せる指示信号を与えるスイッチ手段と、スイッチ手段の信号に基づくハードディスクユニ
ット排出動作の指示とハードディスクユニット装着動作の指示とがあった際に、ハードデ
ィスクユニットの着脱を前記駆動手段により移動させて行わせ、ハードディスクユニット
を装置本体に装着する時に、駆動源を起動させてハードディスクユニットを移動させハー
ドディスクユニットが装置本体に装着された後、ハードディスクユニットの動作命令を実
行させるように制御する制御手段とを備えたこと、を特徴とするものであり、ハードディ
スクユニットの着脱を駆動手段によりハードディスクユニットを自動的に移動させて行わ
せるので、ハードディスクユニットの着脱が自動で簡単に行えるとともに、誤操作による
抜去動作自体が生じないため、前記誤操作による無理な負荷がかからない。また、ハード
ディスクユニットを装置本体に装着する時に、まず駆動源を起動させてハードディスクユ
ニットを移動させた後、すなわち、ハードディスクユニットの移動が終了した後に、ハー
ドディスクユニットの動作命令が実行されるので、ハードディスクユニットが駆動されて
いる途中でハードディスクユニットが移動されることによるハードディスクユニットの破
損などの不具合を生じることがなくなる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　また、請求項５に記載の発明は、請求項４に記載のハードディスクユニット着脱装置に
おいて、制御手段は、ハードディスクユニットを装置本体に装着する時に、駆動源を起動
させてハードディスクユニットを移動させハードディスクユニットが装置本体に装着され
た後、時間遅れを持ってから、ハードディスクユニットの動作命令を実行させることを特
徴としたものであり、駆動源を起動させてハードディスクユニットを移動させハードディ
スクユニットが装置本体に装着された後に、時間遅れを持つことで、ハードディスクユニ
ットが完全に装着されて安定した状態でハードディスクユニットが駆動開始される。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　また、請求項６に記載の発明は、請求項５に記載のハードディスクユニット着脱装置に
おいて、制御手段は、ハードディスクユニットを装置本体へ装着する時に、駆動源を起動
させてハードディスクユニットを移動させ、ハードディスクユニットが装置本体に装着さ
れた後、時間遅れを持ってから、ハードディスクユニットへの電源供給を開始した後、ハ
ードディスクユニットの動作命令を実行させることを特徴としたものであり、駆動源を起
動させてハードディスクユニットを移動させハードディスクユニットが装置本体に装着さ
れた後に、時間遅れを持ってから、ハードディスクユニットへの電源供給を開始するので
、ハードディスクユニットと装置本体との接続端子間のショートなどを生じたりすること
なく、装置本体側からハードディスクユニットへの電源供給が安全な状態で行われる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　また、請求項７に記載の発明は、装置本体に対してハードディスクユニットを着脱可能
に構成したハードディスクユニット着脱装置であって、駆動源を有して、ハードディスク
ユニットを装置本体に装着した装着位置と装置本体に対して取り外し可能な排出位置との
間で所定方向に沿って移動させる駆動手段と、ハードディスクユニットの位置を検知する
位置検知手段と、ハードディスクユニットが装着位置に移動された際にハードディスクユ
ニットの接続端子に接続される装置本体の接続端子と、ハードディスクユニットを移動さ
せる指示信号を与えるスイッチ手段と、前記スイッチ手段の信号に基づくハードディスク
ユニット排出動作の指示とハードディスクユニット装着動作の指示とがあった際に、ハー
ドディスクユニットに搭載したハードディスクユニットの着脱を前記駆動手段によりハー
ドディスクユニットを移動させて行わせるように制御する制御手段とを備え、駆動手段に
よる駆動力の伝達経路を遮断可能に構成し、駆動力伝達経路を遮断した時に、手動でハー
ドディスクユニットの移動動作を行えるように構成したこと、を特徴とするものであり、
ハードディスクユニットの着脱を駆動手段によりハードディスクユニットを自動的に移動
させて行わせるので、ハードディスクユニットの着脱が自動で簡単に行えるとともに、誤
操作による抜去動作自体が生じないため、前記誤操作による無理な負荷がかからない。ま
た、緊急時には、駆動力伝達経路を遮断することで、手動でハードディスクユニットの着
脱を行うことができる。
【手続補正１０】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　また、請求項１０に記載の発明は、請求項１～９の何れかに記載のハードディスクユニ
ット着脱装置において、駆動手段の一部に、所定値以上の力が駆動源側からハードディス
クユニット側に伝達されることを防止するクラッチ機構を設けたことを特徴としたもので
あり、ハードディスクユニットを移動させている動作中に強制的にハードディスクユニッ
トを固定させた時や、装着完了位置や排出完了位置からハードディスクユニットを移動さ
せている途中で、ハードディスクユニットの移動動作が規制された時でも、クラッチ機構
でスリップすることで駆動手段に必要以上の負荷が加わって損傷することなどを防止でき
る。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　また、請求項１１に記載の発明は、請求項１～１０の何れかに記載のハードディスクユ
ニット着脱装置において、着脱可能なハードディスクユニットをカートリッジに収納可能
とし、ハードディスクユニットを収納したカートリッジを搭載可能に構成したことを特徴
とする。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４９】
　　【発明の効果】
　以上のように本発明のハードディスクユニット着脱装置によれば、スイッチ手段から入
力指示するだけで自動でハードディスクユニットの着脱が可能で、特に排出時にハードデ
ィスクユニットの停止を行ってからハードディスクユニットを移動させるモータを起動さ
せることで、操作性が良く信頼性の高いハードディスクユニット着脱装置を提供できる。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　また、着脱可能なハードディスクユニットをカートリッジに収納可能とし、ハードディ
スクユニットを収納したカートリッジを搭載可能に構成することで、ハードディスクユニ
ットが移動時の振動により損傷することを防止できる。
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